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 中国地方の１公立中学校に通う中学生 60 名を対
原  著  


































女別に分け、4 名から 11 名の 8 グループを編成した． 
































































































































上位カテゴリー 下位カテゴリー 内容 痩身 標準 肥満 表現内容
6 20 35 ご飯と汁以外は大皿で出てくる
(14.3) (28.6) (36.5) おやつはときにたべる事がある
19 18 14 夕食はばらばらになることがある
(45.2) (25.7) (14.6) 給食は女子同士でプレッシャーかける
2 16 32 晩ご飯の後にカップラーメンとか食べる
(4.8) (22.9) (33.2) 部活の時にはスポーツドリンクを飲む
15 11 6 学校が休みの日は朝ご飯は食べない
(35.7) (15.7) (6.3) 晩ご飯は8時位になる
0 5 9 朝ご飯は作られていない
0.0 (7.1) (9.4) おやつはあれば食べるがほとんどない
9 28 18 健康のために朝ご飯は絶対食べる
(60.0) (53.8) (43.9) 遅れそうになっても必ず食べる
2 9 14 腹八分目くらいになるように食べている
(13.3) (17.3) (34.1) 部活の先生に言われているので間食はしない
1 9 7 無理に食べようとは思わない
(6.7) (17.3) (17.1) 食べなくても何も言われない
3 6 2 親が出してくれたものを食べる
(20.0) (11.6) (4.9) 朝ご飯は頭にいいらしい
29 11 25 4時間目にはおなかがペコペコになってる
(93.5) (50.0) (73.5) 間食したらご飯が食べれない
0 10 5 嫌いなものは残す
0.0 (45.9) (14.7) 好きなものだけ食べる
2 1 4 疲れたときは食べる量が減る
(6.5) (0.5) (11.8) 体調が悪いと食べれない















































































































環境 46.7 48.6 55.2
認知 16.7 57.8 23.6
生理 34.4 15.3 19.5


































































環境 38.5 42.4 36.9
情緒 44.0 34.7 22.8
認知 7.7 18.1 25.0
生理 19.2 4.9 15.2
表3　摂食行動の変化に影響を与えている要因
上位カテゴリー 下位カテゴリー 内容 痩身 標準 肥満 表現内容
6 29 8 テスト週間は食べ方が変わる
(60.0) (47.5) (23.5) 部活があるかないかで食べ方が変わる
1 28 4 友達と食べると遠慮する
(10.0) (45.9) (11.8) 給食の時は食べ方を変える
3 3 19 遅く起きると時間がなくて食べれない
(30.0) (4.9) (55.9) 時間つぶしにおやつを食べる
0 1 3
0.0 (1.7) (8.8)
6 30 12 イライラすると早食いになってしまう
(54.5) (60.0) (57.1) 落ち込んだら食べれない
3 14 5 親とけんかをしたらイライラして食べ方が変わる
(27.3) (28.0) (23.8) 家族の仲がよかったら食がすすむ
1 4 1 部活がうまくいかないと晩ご飯に影響する
(9.1) (8.0) (4.8) 試合に負けると落ち込んで食べれない
1 2 3 宿題がわからなくていらいらすると食べ方が変わる
(9.1) (4.0) (14.3) 成績が悪いと落ち込んで食べられない
2 17 22 基本的に何があっても変わらない
(100.0) (65.4) (95.7) 兄弟げんかしても普通に食べる
0 9 1 服が入らないと悲しいから食べる量を減らす
0.0 (44.6) (4.3) 太ったと思ったら食べる量を減らす
1 2 7 おなかがすいていたらたくさん食べる
(20.0) (28.6) (50.0) 部活がないとおなかがすかないので食べない
2 0 7 嫌いなものが出たら食べない
(40.0) 0.0 (50.0) おいしそうだったら食べることがある
2 5 0 疲れて体調が悪いと食べない

























































































内容 痩身 標準 肥満 表現内容
4 2 10 特にない
(23.5) (28.6) (35.7) 何も言われない
5 5 5 好き嫌いしないで何でも食べなさい
(29.5) (71.4) (17.9) 健康のために三食ちゃんと食べなさい
4 0 7 姿勢に気をつけて食べなさい
(23.5) 0.0 (25.0) 残さないように最後の一粒まで食べなさい
4 0 6 やせているのだからもっと食べなさい
(23.5) 0.0 (21.4) たくさん食べないようによくかんで食べなさい
注)表内の数値は発言数．　(　）内の数値は群別に見たカテゴリーの発言率％
カテゴリー
放任　         16
健康注意  　 15 栄養の取り方や回数に関する表現
何も言われていない
マナー注意 　11
体型注意   　10 摂取量に関した表現
しつけや行儀に関した表現
表5　食に対する意識
内容 痩身 標準 肥満 表現内容
3 18 15 健康のために納豆は毎日食べる
(30.0) (40.9) (48.4) 偏って食べないようにバランスよく食べる
2 13 9 食べ過ぎないように一気に食べない
(20.0) (29.5) (29.0) 食品の裏のカロリー表を見る
3 12 7 栄養は親が考えてくれる














































































































































































































































Ghaderi, A ． Structural modeling analysis of 
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Abstract: The objective of this study was to identify psychosocial factors involved in 
eating behaviors associated with obesity and thinness through focus group interviews 
among junior high school students in three separate categories: obesity, thinness, and 
normal weight. Students were interviewed and questioned about factors influencing their 
daily eating habits; factors influencing changes of eating behavior; factors influencing 
eating behavior due to family thinking and attitudes. The contents of the interviews were 
analyzed in all three categories, and the results showed that eating behaviors among junior 
high school students were associated with personal and family relationships, stress, 
cognition of eating and health, and cognition and satisfaction on the body. Furthermore, 
the students in the thinness category displayed tendencies in eating behavior to be 
associated with emotional factors. The normal weight category of students and the obesity 
category were more interested in their bodies. The obesity group and the thinness group 
were approached to change their bodies by others. From these interviews in the three 
weight categories, it was suggested that basic eating information and 
psychoeducational approaches to improve healthy eating behavior were needed. 
 
Keywords: junior high school students, eating behavior, psychosocial factors, focus 
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